
（別紙）　平成２７年度　美馬市医師会出前講座　講師の感想･意見

感　　　　　　　　　想 意　　　　　　　見
◆皆様熱心に聴いていただきました。

医師 ◆参加者には真剣に聞いていただき満足感はあった。
◆発表者の紹介を再度求められたので模造紙等で掲示すればよかったと思う。
◆駐車場の案内が欲しかった（駐車場所や台数に大きな制約があるか等）。
◆医師にもスライドがあるとよかったと思います。

◆開始時間の変更は早めに相談してほしい（時間調整が必要なので）。

◆講座へのお褒めをいただきありがたかった。
歯科医師

◆自分の職種の連携における方向性や他の職種の取組みも整理できた。

薬剤師

介護支援
専門員

在宅医療について、普段なかなか話を聞く機会のない地元で開業されている医師が
講師であり、地域住民の方に自分たちの問題として聞いていただき、反応は良かっ
たように思われる。

高齢者の方にも聞きやすいよう、丁寧にお話してくれてよかったと思う。受講者がご
高齢の方がほとんどで、講師が近くの先生ばかりなので、安心感、親密感を受講者
が感じていたように思います。

冊子を見てもらいながらそれに沿ってのお話をしてくださる方と、前にスライドを映してそ
れを見てもらいながらお話をしてくださる方がおり、どなたもお話の内容はすばらしかった
のですが、冊子を追いかけるより、スライドを使用して要所要所をまとめていたり、写真を
用いたりの方が、視覚的にも訴えやすいのか、受講者の反応（相づちや、笑いなど）が良
いように感じました。

◆話す内容が多く、急いで話したので十分理解できたかどうか不明。聴いていただいた方
にもアンケートをお願いしたい。もう少し小分けにして何回か話してもよかったのでは。

◆パソコンとプロジェクター、パンフレット使用の混合型はわかりやすかったと思う。

◆新しい試みであったが、地域を支えている方々と顔をつきあわせての関係を築け
ることは意義深い。

◆今回のような別の会合で話をさせていただく場合は、冒頭からの参加は違和感が
ある。その会の開始挨拶や新委員の紹介、事業報告等が終わった後に入場した方
が良いと感じた。

◆地元の住民の方に、地域包括ケアや多職種が連携して在宅医療･介護に取り組
んでいることをご理解いただけたと思う。

◆第１回目はパワーポインとの文字が小さすぎて説明不足でした。２回目は完璧で
した。

◆住民に普及啓発するうえで、自分の職種内の意識や知識の共有の必要性を痛感す
る。多職種連携の内部での連携の広がりが必要と考える。

◆つるぎ町では住民だけでなく、関係職種の方も聞いていたので、効果が大きかっ
た。

◆今回薬剤師の在宅での働きを紹介する機会をいただき感謝しております。私自身
が在宅薬剤師の仕事を迷いながらしているところもあり、どこまで伝えることが出来
たか申し訳なく思っています。参加者には熱心に聴取して頂き関心を持っていただい
ていることが伝わりました。出前講座で地域のリーダーの方たちへお話させていただ
いたことで、住民の方一人ひとりにも出前講座の内容が伝わっていくのかは実際に
は時間のかかるところであり地道に続けることが必要だと思います。地域のリーダー
の方達が出前講座を通してどのように理解されたか、どのような感想を持ったかを
フィードバックしていただければ、今後の住民へどのようにアプローチしていけばよい
か見えてくると思います。在宅は入院以外の所で療養する事･介護･医療資源は不足
する事などの現実を知って頂き、病院に頼りきるのではなく、住民の皆様にも自分た
ちも行動していかないといけないというような覚悟をもっていただけるような一歩に
なったのではないかと思いました。

◆地域住民の方々が多数参加していただき、その中で発表する事に緊張と責任を
感じた。

◆引き続き出前講座などのツールを通して、住民の方に啓蒙していく他に、スモールグ
ループディスカッションなどで在宅医療について一緒に考える場に住民も参加して頂き、
医療･行政、住民が一緒になって考える場所を設ける。小・中学校にも出向き、介護･医療
スタッフのやりがいを伝え、将来地元で医療介護関係の仕事についてもらう。実際に在宅
医療の盛んな地域を視察に行き、その内容を出前講座で共有する。

介護支援専門員からの説明について、医療との連携については資料がなく、ほとんど口
頭の説明になり、理解しにくかったのではないかと思われる。次年度継続するのであれ
ば、パワーポイント等何か資料になるものを使用したほうがよい。また、医師から介護保
険についての説明もあり、介護支援専門員の話す内容に検討が必要と思われる。


